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JR西労組HP（http://www.jrw-union.gr.jp）
最新のJR西労組運動をチェックしよう！

新規登録受付中

JR西労組

　

川 柳  第25回文化・文芸作品コンクール／川柳・標語部門　［ ポケットに　お守り手帳　重要だ ］　尾西 良介さん （和歌山地本・和歌山電車区分会）

第
2
部
で
の
基
調
講
演

関
西
大
学
安
部
名
誉
教
授

挨
拶
す
る
J
R
連
合
荻
山
会
長

（
J
R
西
労
組
）

第
1
部
で
課
題
提
起
す
る

広
成
建
設
労
組 

中
原
執
行
委
員
長

当面の業務課題について
挨拶を行う上村執行委員長

激励を行う広島地本、山口第一支部、
山口第二支部の仲間

第3部パネルディスカッションで安全確立の必要性を再認識

 　
今
年
度
は
、『
原
点
に
立
ち
返

り
、業
務・労
働
環
境
の
実
情・変

化
に
即
し
た
仕
組
み
を
構
築
す

る
〜
労
使
が「
人
」の
性
質
に
向

き
合
い「
安
全
」確
立
の
取
り
組

み
を
職
場
か
ら
創
る
〜
』を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、Ｊ
Ｒ
産
業
に
お
け
る

安
全
の
位
置
付
け
や
あ
り
方
を

考
え
、労
働
組
合
が
チ
ェッ
ク・提

言
機
能
を
果
た
し
、安
全
確
立
に

向
け
て
邁
進
す
る
決
意
を
共
有

し
た
。

　

冒
頭
、主
催
者
を
代
表
し
て

Ｊ
Ｒ
連
合
荻
山
会
長（
Ｊ
Ｒ
西

労
組
）が
挨
拶
に
立
ち
、「
福
知

山
線
列
車
事
故
か
ら
来
年
で
20

年
。あ
ら
ゆ
る
場
面
で
不
断
に
安

全
最
優
先
の
取
り
組
み
を
続
け

る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。日
々

自
問
自
答
す
る
こ
と
が
必
要
」と

述
べ
た
後
、「
Ｊ
Ｒ
九
州
高
速
船

で
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
、

J
R
貨
物
な
ど
で
の
輪
軸
組
み

立
て
作
業
に
係
る
デ
ー
タ
改
ざ

ん
、東
北
新
幹
線
の
列
車
分
離

と
、そ
の
後
の
対
応
な
ど
に
つい
て

触
れ
、こ
れ
ら
の
事
象
は
世
間
か

ら
の
信
頼
失
墜
に
大
き
く
つ
な
が

る
事
案
で
、責
任
追
及
で
は
な

く
、原
因
や
背
景
に
つ
い
て
検
証

す
る
必
要
が
あ
る
。自
分
ゴ
ト
と

し
て
捉
え
、再
発
防
止
を
図
ろ

う
」と
呼
び
か
け
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
３
部
構
成
で

行
わ
れ
、第
１
部
で
は
、Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
の
課
題
提
起
と
し
て
、４

単
組
よ
り
、各
単
組
で
の
取
り
組

み
や
課
題
の
提
起
が
あ
り
、、Ｊ

Ｒ
西
日
本
連
合
の
広
成
建
設
労

組・中
原
副
執
行
委
員
長
が
報

告
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、関
西
大
学・安

部
名
誉
教
授
と
、大
原
記
念
労

働
科
学
研
究
所・松
田
特
別
研

究
員
よ
り
基
調
講
演
を
受
け
、

第
３
部
で
は
、「
安
全
確
立
に
向

け
て
、労
使
で
ど
う
取
り
組
む
べ

き
か
」と
題
し
て
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カッ
シ
ョン
が
行
わ
れ
た
。

　

有
識
者
の
基
調
講
演
を
は
じ

め
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョン
な
ど

を
通
し
て
、新
た
な
知
見
や
気
づ

き
を
得
な
が
ら
、労
使
が
建
設
的

な
議
論
を
交
わ
し
、安
全
を
確
立

す
る
必
要
性
を
再
認
識
し
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
、

安
全
確
立
を
運
動
の
柱
に
位
置

付
け
、安
全
お
守
り
手
帳
の
さ
ら

な
る
活
用
と
Ａ
Ｂ
Ｃ
運
動
の
浸

透
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
。

　

中
央
本
部
は
、
10
月
10
日

（
木
）、西
阪
急
ビ
ル
地
下
会
議

室
に
お
い
て「
第
１
回
業
務
部
長

会
議
」を
開
催
し
、各
地
本
・

総
支
部
と
各
協
議
会
、業
種

別
部
会
の
約
40
名
が
出
席
し

た
。

　

座
長
に
川
端
副
執
行
委
員

長
を
選
出
し
、冒
頭
、中
央
本

部
を
代
表
し
て
、上
村
中
央

執
行
委
員
長
は
、
会
社
の
経

営
状
況
、労
働
協
約
改
訂
交

渉
の
成
果
、当
面
の
業
務
課
題

に
つ
い
て
挨
拶
を
行
っ
た
。特
に

当
面
の
業
務
課
題
に
つ
い
て
は
、

「
将
来
的

に
労
働
人

口
が
減
少

し
、地
方

に
お
い
て

は
採
用
が

困
難
と
な
る
。そ
の
様
な
将
来

を
見
据
え
な
が
ら
施
策
が
提

案
さ
れ
る
が
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
と

し
て
、安
全
を
確
保
し
た
う
え

で
、業
務
課
題
へ
の
対
応
を
行

う
必
要
が
あ
る
」と
述
べ
た
。

　

議
事
で
は
、Ｊ
Ｒ
西
労
組
第

36
回
定
期
中
央
本
部
大
会
で
出

さ
れ
た
質
疑
内
容
、２
０
２
４
年

度
総
合
労
働
協
約
改
訂
交
渉
、

業
務
課
題
に
つ
い
て
、こ
れ
ま
で

の
取
り
組
み
や
会
社
対
応
に
つい

て
、報
告
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
後
、２
０
２
４
年
度
に
実

施
す
る
改
善
施
策
へ
の
対
応
や
、

医
療
部
門
や
バ
ス
部
門
へ
の
対

応
、各
種
施
策
の
検
証
に
関
す

る
考
え
方
に
つ
い
て
提
起
を
行

い
、そ
の
後
各
機
関
か
ら
報
告
や

問
題
提
起
を
受
け
て
議
論
を

行
っ
た
。

　

質
疑
で
は
、介
助
ア
プ
リ
の
仕

様
を
は
じ
め
、統
括
本
部
化
以

降
の
課
題
、こ
の
間
の
組
合
員
か

ら
寄
せ
ら
れ
た
業
務
課
題
に
つ

い
て
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　

本
会
議
で
出
さ
れ
た
意
見
を

踏
ま
え
て
、引
き
続
き
、様
々
な

業
務
課
題
に
つ
い
て
、課
題
解
決

に
向
け
て
議
論
を
進
め
て
い
く
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
に

所
属
す
る
酒
本
哲
也
議
員（
山
口

県
議
）は
、９
月
24
日（
火
）に
開
か

れ
た
令
和
６
年
９
月
定
例
会
に
お

い
て
代
表
質
問
を
行
っ
た
。

　

酒
本
議
員
は
、現
在
も
運
転
見

合
わ
せ
が
続
い
て
い
る
美
祢

線
に
つ
い
て
、Ｊ
Ｒ
西
労
組

と
行
っ
た
現
地
視
察
を
踏

ま
え
、美
祢
線
の「
あ
り

方
」を
含
め
て
、復
旧
方
針

を
決
定
す
る
た
め
に
Ｊ
Ｒ

美
祢
線
利
用
促
進
協
議
会

の「
復
旧
検
討
部
会
」の
議

論
状
況
や
、い
ち
早
く
地
域

の
公
共
交
通
を
復
旧
さ
せ

る
観
点
か
ら
、県
の
考
え

に
つ
い
て
問
う
た
。

　

当
局
か
ら
は
、住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
り
、利
用
ニ
ー
ズ
等
の
把
握
を

行
う
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

　

酒
本
議
員
の
発
言
に
は
、広
島

地
本
、山
口
第
一
支
部
、山
口
第
二

支
部
が
傍
聴
行
動
を
行
い
、組
織

内
議
員
の
激
励
を
行
っ
た
。

　

Ｊ
Ｒ
西
労
組
は
、引
き
続
き
関

係
議
員
と
連
携
を
深
め
、「
持
続
可

能
な
公
共
交
通
」に
つ
い
て
、理
解

を
深
め
る
運
動
を
展
開
す
る
。

 

酒
本
議
員
の
質
疑（
抜
粋
）

◆
美
祢
線
に
つ
い
て

•
美
祢
線
の「
あ
り
方
」を
含
め
て

復
旧
方
針
を
検
討
す
る
た
め
、

Ｊ
Ｒ
美
祢
線
利
用
促
進
協
議

会
の「
復
旧
検
討
部
会
」が
初
め

て
開
か
れ
た
。復
旧
を
優
先
し

た
い
沿
線
自
治
体
と「
鉄
道
の

あ
り
方
」に
つい
て
議
論
を
求
め

る
Ｊ
Ｒ
西
日
本
と
の
間
で
意
見

が
分
か
れ
て
い
る
。

•
10
年
以
上
の
鉄
道
復
旧
が
地
域

住
民
の
た
め
に
本
当
に
良
い
事

な
の
か
ど
う
か
も
議
論
が
必
要
。

•
被
災
し
た
鉄
道
の
復
旧
に
際
し

て
は
、バ
ス
転
換
や
Ｂ
Ｒ
Ｔ
等
鉄

道
以
外
で
の
復
旧
事
例
も
あ

り
、議
論
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

•
い
ち
早
く
地
域
の
公
共
交
通
を

復
旧
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、

県
と
し
て
ど
う
対
応
す
る
の

か
。

◆
人
口
減
少
対
策
と
し
て
進
め
る

　
移
住
施
策

◆
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理
解

　
増
進
施
策
の
実
施

◆
良
好
な
生
活
環
境
の
確
保
に

　
向
け
た
取
り
組
み

 

　
　

　

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、10
月
４
日（
金
）、京
都
市
内
に
お
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
連
合 

第
13
回
安
全
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
」を
開
催
し
、Ｊ
Ｒ
連
合
各
単
組
等
か
ら
約
２
５
０
名
が
出
席
し
、Ｊ
Ｒ
西
労
組・Ｊ
Ｒ
西

日
本
連
合
に
加
盟
す
る
各
労
組
か
ら
も
約
１
０
０
名
が
出
席
し
た
。

　中国ＪＲバス地方本部は、
８月30日に開催した定期地本
大会において、組合員からの
要望が特に強かった、「制帽
脱帽に関する申入れ」及び
「乗務サングラスの着用に関
する申入れ」について、９月20
日に会社へ申入れを行い、10

月17日に団体交渉を行った。
　ＪＲバス中国会社から、制
帽脱帽の通年化及び保護メ
ガネの着用を、一般路線バ
スについても拡大して実施す
るとの回答を受け、中バス地本
の要求が前進することとなっ
た。

■運転係の制帽着用の省略について
●すべての運転係（一般、準高速、高速）及び貸切便において、
　運転席に限定し「制帽着用の省略」をすることができる。
●瑞風バスにおいては回送時に限り省略
●２０２４年11月１日から通年運用とする。

■乗務員の保護メガネ（サングラス）着用について
●許可する保護メガネの基準
　①「運転用」の保護メガネとする。
　②視感透過率は30％以上とあること。
　③レンズの色はグレー系で、フレームは地味な色とする。
　　（ミラーレンズ禁止）
●２０２４年10月18日から着用開始

　

中
国
Ｊ
Ｒ
バ
ス
地
方
本
部
は
、10
月
17
日

に
、２
０
２
４
年
度
冬
季
期
末
手
当
に
つ
い
て

「
基
本
給
＋
扶
養
手
当
」の
２・６
箇
月
分
の
要

求
書
を
提
出
し
た
。

　

友
景
執
行
委
員
長
は
、提
出
に
あ
た
り「
組

合
員
が
働
き
が
い
と

誇
り
を
持
ち
、安
心

し
て
働
き
続
け
ら

れ
る
環
境
の
構
築

を
行
う
た
め
に
も
、

冬
季
期
末
手
当
の

支
給
は
、重
要
で
あ

る
」と
述
べ
た
。

※議論の詳細は、中バス地本「業務速報」を確認してください。

ＪＲ連合第13回安全シンポジウムＪＲ連合第13回安全シンポジウムＪＲ連合第13回安全シンポジウムＪＲ連合第13回安全シンポジウム
労
使
が「
人
」の
性
質
に
向
き
合
い

  

「
安
全
」確
立
の
取
り
組
み
を
職
場
か
ら
創
る

業
務
課
題
に
つ
い
て
議
論
を
展
開

Ｊ
Ｒ
西
労
組
議
員
団
会
議
所
属

　 

酒
本
哲
也
議
員（
山
口
県
議
）が

　
　
　
　
　
　
　  

代
表
質
問
で
登
壇

美
祢
線
の
復
旧
に
向
け
て
質
疑
を
行
う

第
１
回
業
務
部
長
会
議

冬
季
期
末
手
当

２・
６
箇
月
要
求
へ

原点に立ち返り、業務・労働環境の実情・変化に即した仕組みを構築する原点に立ち返り、業務・労働環境の実情・変化に即した仕組みを構築する原点に立ち返り、業務・労働環境の実情・変化に即した仕組みを構築する原点に立ち返り、業務・労働環境の実情・変化に即した仕組みを構築する

中バス地本の要求が実現！
制帽脱帽の通年化・
乗務サングラス一般路線に拡大


